
感染症定期報告の報告状況（2006／12パ～2007／2／28）  

血対Ⅰ D  受理日  番号  感染症（PT）   
出典   概要  

60184  2006／12／01  60745  A型肝炎  EpidemiolInfect  1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液  

2006；134：87一  凝固因子との因果関係を調べるため、比較対照試験と分子学的  
93   HAV検出を行った。疫学的調査およぴHAVRNA配列検査から、凝  

固因子VllIの1ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになっ  

た。  

60184  2006／12／01   欧州協議会は2005年の反祭動物（有蹄動物）における伝達性海  1 
Newsletter  綿状脳症（TSE）のモニタリングと検査に関する報告書を発表し  
2006年9月22日  た。TSE検査を行った1千万頭以上のウシのうち、瘍性となったの  

は561頭のみであった。2005年の調査結果は陽性例が引き続き減  
少していることを示している。  

60184  2006／12／01   

2006；46：1256一  高い（5－15％）。北西部では抗日Bcスクリーニングが導入され、南部  
ではHBV－NATが導入される傾向がある。B型肝炎ウイルス陽性と  
なった供血者と血液の管理に関して、ヨーロッパでは日日VDNA、 
HBc抗体陽性でHBs抗体レベルが100tU／L以上の場合は供血を続  
けることができるというリエントリー・アルゴリズムが検討されてい  

60184  2086／12／01   VoxSang2006；  ドイツ赤十字血液センターの供血者10000名を、現行のPRISM⑧  2  
91：237－243  HBcおよび新規PRISM⑧Hbcore検査を用いたHBG抗体のスクリニ「  

ニングを実施し、診断感度および特異性を調べた二面者とも紛1戯  
がHBc抗体陽性セあることを示し、感度は同等であったが、特異性  
はPR（SM㊨HBcoreの方が有意に高かった。この検査が陽性で  

あった188検体について、さらに7種類の抗日Bc検査、2種類の抗  
HBs検査、1種類の抗Hbe検査、3種類のHBVNAT検査を行って、  
検査結果を比較した。  

60184  2006／12／01   

雑誌52（2）：199  20歳代ではHBV感染初期、50歳代、60歳代では感染晩期の陽性  
第54回日本輸  例が多かった。陽性数の高い地域は千葉県から愛知県までの太  
血学会総会  平洋側と大阪府であった。HBVGenotypeAは101例（女性1例）検  
2006年6月9一  

60184  2006／12／01   

因果関係が高いと評価した症例は、HBV：10例、HCV：1例、HEV：1  

例、ヒトパルボウイルスB19：3例であった。  

60184  2006／12／01   

炎と診断され、他の8例は感染晩期のHBVキャリアで再活性化が  

起こったと考えられた。HCVとHIVでは輸血後陽転例はみられな  

管検体を調べた。副作用報告による感染例を合せると、日本では  
輸血によるHBV感染が1年に約19例、HCV感染は4年に1例、HlV  
感染は2年に1例起こるものと推定された。  
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受理日  番号  感染症（PT）   
出典   概要  

ーt■■山一＿∧■－′－＿′▲t＿＿｛l■－  

60184  200（；／12／01  60745  C型肝炎  41stAnnual  スペインの肝臓及び消化器専門クリニック数施設における急性C  

Meetingofthe  型肝炎の全報告例についてレトロスペクティブ疫学解析を行った。  
European   1998年から2005年の急性C型肝炎患者103例を対象とした。大部  
Associationfor  分の症例で感染に関連する唯一の立証されたリスクファクターは  
theStudyof  

・・●●－   

60198  2007／1／11  60790  E型肝炎  肝臓2006；47：  わが国のE型肝炎の実態を明らかにする目的で、全国から総数  3      384－391  254例のE型肝炎ウイルス感染例を集め、これを解析した。その結  
果、以下の知鼻を得た。1川EVは全国に浸透している。2）感染者  

の多くは中高年（平均年齢約50歳）で、男性に多い。3）我国に土着  
めHEVの遺伝型は3型と4型である。4）年齢と肝炎重症度に相関が  
ある。5）遺伝塾は4型が顛在化率も重症化率も高い。6）発症時期  

が無季節性である。7）感染経路は、動物由来食感梁が約30％、輸  
入感染が8％、輸血感染が2％、不明が約60％であった。   

■■■●■■＿▲ヽ■1■■t■■＿＿＿■■t■ヽ■－．．－■■■一■－－■．＿■‘】■■一－■■■■ヽ■ヽ＿一■■■－■■＿＿▲＿■■－■■■－＿■＿ヽ＿一■■●＿一■ヽ＿一■・■■■－一■■■■－．■■l．－▲■■▲ヽ■●－■■  

60185  2006／12／14  60747  E型肝炎  肝臓2006；   今回われわれは血液感染のハイリスクグループである血友病患  

47（SuppJl）：  者におけるHEV抗体の陽性頻度を調査した。その結果、調査した  
A168   血友病患者80例の内の13例（16．3％）がHEV抗体陽性であった。過  

去の研究では日本人の供血者におけるHEV抗体の陽性率は  
3．7％、透析患者で9．4％と報告されており、血友病患者におけるHEV  

血液感染の可能性が示唆された。また、他のウイルスマーカーの  
陽性率については、HEV抗体陽性例と陰性例では差は見られな  
かったが、年齢が高い方がHEV抗体瘍性例の割合が高かった。   

60185  2006／12／14  60747  E型肝炎  日本輸血学会  北海道地区において試験研究的に献血時にHEV関連問診を追加  
誌2006；520：  するとともに、HEVNATスクリーニングを実施し、問診の有効性と  
231   HEV感染の実態を調査した。結果は、HEV問診に該当したのは  

765名（0．3％）で、その内の1名（0．1％）にHEVRNAが認められた。  
HEVNATスクリーニング陽性者は20名（HEV問診該当者1名を含  
む）で、陽性率は1／11．090であった。陽性者の多くはALT値が正常  
でHEV抗休は陰性であった。道内の献血者のHEV RNA陽性率は  
予想以上に高い。   

60186  2006／12／20  60760  HHV－8感染  NEngtJMed  2000年12月から200て1年1q月に輸血を受けたウガンダのKampalaの  4  
2006；355：   患者1811例のうち、輸血前にヒトヘルペスウイルス8型（HHV－8）  
1331－1338  血清陰性であった患者由1例について追跡調査を行った。そのうち  

43鱒（425例）にHHVr8血清陽性血が輸血された。991例中41例に  
日日V－8セロコンバージョンが起こったが、セロコンバージョンのリス  

クは陽性血を輸血された患者の方が陰性血を輸血された患者より  
有意に高かった。  

■■－．■－■＿－■■■■■■－■■■－■－■■‘－－－＿■■－▲●■■●＿■■－■■■■＿■■■．■一■■l■－．■．■－1■■－■■■－●■■＿■仙■●■■■■■一■■■■■－一一－■■■■■・■  

ーー－■●■一■－－■■■■■－■■∩－一■√－■－－－■－－■一l－■■■■■一一●■－ －－■■■■■－－一－－一一・■■′■■－－■一●■－－・－■●■－一■●■■■  

60184  2006／12／01  60745  HlV   中日新聞  エイズウイルス（川∨）のうち、世界で感染が広がっている主流の  5  
ChunichiWeb  川Vl・型とは遺伝子タイプが異なる2型に日本人が初めて感染した  
Press2006年9  ことを、厚生労働省のエイズ研究班が確認したことが9月3日分  

月4日   かった。厚労省は、医療機関や保健所などが実施している検査で  
2型の感染を見逃さないよう、痍査の徹底を求める通知を出した。  
HIV2型の感染が確認されたのは、過去に西アフリカで輸血を受け  

た経験がある男性である。同省は「滞在していた地域でfま2型が流  

行しており、現地での輸血が感染原因とみられる」としている。  
＿＿＿■ ＿■  ■ト＿■■＿－ ＿ ＿＿一＿．．＿－＿   一＿－■＿＿■＿．一＿＿＿■■■ヽ■＿■・■■・■■＿＿．＿■■ヽ■r■■ヽ＿一＿rヽ＿－一＿一－ヽ■■■．．＿．．－＿＿＿＿一■▲■－■－■■－■■■  

－■■■－．－■■＿■■■■＿＿＿●＿＿■－●■＿－＿＿一一＿．＿＿■h一－－■－■■ヽ一＿■－■一一■h■■ヽ－■鵬＿′＿一ヽ■ゝ■－－■■－■一■－■■■■■■■■■－一一－－  

60204  2007／01／26  60818  HIV   日刊薬菓 第  日本人初のHⅣ－2感染者が確定された。男性は過去に西アフリカ  

12105号   に渡航し、現地で輸血した経験があるため、これが感染経路と見  
平成18年9月6  

日   よう、各都道府県に通知した。  

tnternationaf  狩猟、屠殺、飼育を通して非ヒト霊長類（NHP）の血液と接触がある  
Conferenceon  中央アフリカ人930名の血しよう検体を用いて、HTLV多様性を調べ  
Emerging   た。ウエスタンプロット法で陽性の13例から、PCRによりプロウイル  
（nfectious   スを増幅し、系統発生学的分析を行った。その結果、HTLV－3と  
Diseases2006；  HTLV－4と名づけた新しいウイルスの感染例（2例）が明らかになっ  
Mar19－22；  た。HTLV－3は、今までヒトでは見られなかったSTLV－3に属する。  
Atlanta，   11例でマンドリル由来のものなど、多様なHTし∨－1感染が見られ  

Georgia．  、＿0  
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血対Ⅰ D  受理日   
番号  感染症（PT）   出典   概要  

60184  2006／12／01  60745  ウイルス感  

染   e2006；11（4）：  ングンヤ輸入例が同定された。平均年齢は47歳（7－81歳）であっ  
060420   た。月別の輸入例数はレユニオンでの発生状況と関連が見られ  

た。自発例は2006年3月に1例発生したが、輸入例患者を看護した  
看護師で、インド洋への旅行歴はなく、血液の暴露による感染と考  
えられた。．  

大きい5つの州では896500例以上の疑い例が報告されている。北  

部の州からは1例も報告されていない。ヨーロッパの多数の国で輸  
入症例が報告されている。感染の拡大防止ならびに特異的な抗ウ  
イルス薬とワクチンの開発が急務である。  

1276－1282  免疫蛍光試験でRSV（respiratbrysyncytiaI：virus）、パラインフルエ  
ンザウイルス（卜3型）、インフルエンザAおよぴB、並びにアデノウ  
イルスが陰性であった425名中22名（5i2％）がPCRでヒトポカウイル  
ス陽性であり」無症候であった96名では陽性者はゼロであった。こ  
の試験期間中、2つの異なる遺伝型が見られた。   

60200  2007／01／24  60812   

2006；46：1352－  ゲザルを用いて調べた。自然感染ザル2匹の全血を、各々、レトロ  
ウイルスを持たないサル2匹に輸血したところ、1匹のドナーからの  
レシピエントでは感染し、もう1匹のドナーからのレシピエントは感  
染しなかった。ヒトでのSFV輸血伝播の可能性が示された。  

行し、2月から3月の初めに発症した。ヨーロッパでも帰  

年5月26日   国者による輸入例が報告されている。インド洋南西諸島で2005年  
3月から2006年4月22日までの間に公式に報告されたテクングンヤ  
感染例は3877例であるが、実際には255000例に達すると思われ  
る。インドでは2005年12月以来、テクングンヤウイルスのアウトブ  
レイクが報告され、2006年4月20日現在、153324例に達する。   

31名が試験に登録され、384名の受血者が特定された。追跡を  
行うたところ、古典的CJDが輸血を介して受中音に伝播したという  
証拠は示されなかった。本研究は、1995年に米国の大規模血液  
供給シえテムと疾病対策予防センター（CDC）により開始され、継  

続中である。   

る合併症で死亡し、もう1  
55（29）：■798－800  例は心不全で死亡した。両例ともドナーがTrypanosonlaCruZ感染  

看であったことが明らかとなった。米国における固形臓器移植によ  

るT，CruZj伝播としては4例目と5例日になる。  

引（Supp13）＝98  検査を行うこととなり、BioelisaChagas、ChagateklOrthoT．cruzi  
EusATestSystem‘1、EuSACruziの4種類のTrypanaosoma  
cruziEuSAキットの感受性、再現性、特異性を評価した。感受性  

に関しては4種類の検査法で正確に検出された。再現性は24コ  
ピーのS／CO値の平均の変動係数によって示され、各々、6．30％、  
9．30％、15．7％、22，40％であった。  
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血対Ⅰ D  受理日   
番号  感染玩（PT）   出典   鱒要  

60184  2006／12／01  60745  パルボウイ  J［nfectDis  ヒトパルボウイルスB19DNA（1．6xlO8IU／mL）を含むプール血祭の  
ルス   2006；194：154－  輸血後、B19［gG陽性の患者では抗体価が19－39IU／mLから50－  

158   1001U／mLに上昇して再感染を防いだ。それに対し、陰性の患者  
では、1．6－2．2xlOB（U／mLのB19DNAの存在下で、プール血祭の  
IgGレベルが59．5［U／mLではB19の伝播とセロコンバージョンを防ぐ  
のは不十分であることがわかった。  

■■一■－－■＿■■－＿．■■■ヽ■ヽ－■■－－■．■■＿一■■一一■－－．－＿＿■■■■■■■■●●－－－－－■－－■●■●－－一－－■■■■■一■一∫l■■■●一一－●■・■■・－■■－－■  

60198  2007／1／11  60790  ′くルポウイ  Thromb   今まで、凝固因子製剤のハルポウイルスB19遺伝子型2による汚  
ルス   Haemost2004；  染は報告されていないので、市販されている21製剤の202ロット  

92：838－845  を、パルボウイルスB19遺伝子型1と遺伝子型2のDNAについて  
PCRにより調べた。遺伝子型1のDNAが、現在投与されているロツ  

トの77／181（42．5％）に、1980年代初めまで使用されたロットの  
17／21（81％）に検出された。遺伝子型2のDNAは、5／202（2．5％）に見  

出され、その全てが遺伝子型1のDNAに汚染されていた。  

一＿●－＿＿＿■■＿■■■■■■1■・■■■・■■・■■小一一■－▲一■＿＿＿一■■■■■一■■■■．■■■－．■■■】■l■－■■一－■一■一■h■■■■■H－■■■■－－■・■一一－－■■■■■■■■l■■  

60184  i2006／12／01ミ  6074ち  パルボウイ■  下血n銀扇壷．．こ・  パルボウイルスB19ジ工ノタイプ3流行地域であるガナナ雫、∴榊租  三＝18 2006；ヰ駄1与93ヰ■  ¢成火偵坤者司、児受血者ペアにおける輸血にき卵1今の碍揮お  
1一68（）三  よび免疫学的特性について調べた。2例の供血がパルボウイルス  

白†9血Aと海兵的抗体を含有していたが、伝播は克ちれなか嶺転  
如由1節食有ゐ全血が由9如阜陽性受血勧細け≠輸血さ咋和束  
がご富の・内ソ輸血前にVP2に対する抗体が認められなか車軸凱  
ではウイ才レネが除去された。  ，～二  

－＿一■■●■－－－－一一－＿＿●●■■■一■■■＝■－■■■■■t－■－■■■＼■一一－■■t一一■■■ヽ－■■■■h■■▲－－■▼■■■ヽ■ヽ■－■－－一－－・－・－－－－ ■h  

60184  2006／12／01  60745  マラリア  AABBWeekly   06年9月8日付けのKoreaTimesによると、交通事故後に輸血を  
Repo止2006年  受け、その後マラリアと診断された患者が、疑わしい血液の流通を  
9月15日   防ぐことができなかった韓国赤十字を批判している。韓国赤十字  

は状況を知りながら、何の行動も起こさず、その結果、不適切な血  
液製品が流通し続けたとのことである。輸血によるマラリア感染で  
既に1名の患者が死亡している。  

－－■■＿■■●■＿．■■■■■－●■■－＿■＿▲■■一一一■●■－－．．．－＿＿■■－■●■●－●－■■●■－■・－■■■●■■■■川■ヽ一一■・－－－一h▲－一一■l一一一一■－－■ヽ－－  

■－－●■．■●▲■．＿一■■■一－■■＿－■．．■一－■■■－－一一■■一■■■一■■一■■■一●－■t■一t■■■・－－■■■■■一■・■■ヽ■∩■■■■■■■■■■一■■－－一一■一■■一■－一一・ヽ－－  

60184  2006／12／01  60745  マラリア  CDC2006年6  米国疾病対策予防センターは、バ／ヽマのグレートエグズーマ島に  
月30日   おけるマラリア発生を確認し、旅行者に対して抗マラリア薬の使用  

を勧告した。2006年6月29日現在、患者数は合計18例で、うち4例  
が旅行者である。全員Plasmodiumfalciparumに感染していた。  

一      一   ■＿ －一■．▲    ■■▲ ■＿    一■   －－一■■ ■－■＿■■ 一■■■－■■●■－－－－－－■■■■－－－▲▲ヽ－－■t・・－－・－－●－■・－■一－  

60184  2006／12／01  60745  マラリア  CDC／MMWR  2006年9月19日、CDCは拳固車住のクレ十トキクネ㌻子亀獲塀者  
W如k】y之00銃  向けの坑マラリア薬服用勧告を解除トたム軍申年革帯ヤや凋郷間に 

5担触血・13－  合計19例のマラリア症例が確憩されたがミ沖月腐薪規痺例申掛  
1018   告がなかったためである‡こ 

＿＿＿＿＿．＿■■   一■－＿＿．＿    ＿＿＿＿＿＿一・－．＿－一1■＿■－＿ヽ■■■．＿＿・■－－一■－－．●■■■＿■－－・、■▲－－■－－■■■－－－－■－一一■・■一一 －  

60184  2006／12／01  60745  マラリア  ProMED－   キルギスタンの首都で79例のマラリア症例が登録された。予防手  
mai120060624．1  段を講じているにもかかわらず、流行が拡大中である。住民に間  
758   題を理解させるのが難しく、衛生疫学監視センターの職員は時々  

しか殺虫剤を散布できない。  
■■．－＿■ヽ＿一－■■．■l＿M－－－－■－■■l■■■■－一■－t■■■■ヽ■■｛■  

601三86  三2006／12／20  607601  マラリア  P、rOM巨D十   中国東部町安徽省でマラリア感染が笹木してい奉らこ地面咋鱒曙草  ≡1富  

mait20061004．2，  局によると一今年に入ってからて2006年9舟2i日時庭中7射梱鱒報  

843   告されており、昨年の同時期と比較すると鱒．8％増加している二卓∴保  

億当局は緊急通告を出して、感染の監娩を酎ヒし．こ政夫防ヰのた  
めにマラリア予防と治療に関する啓発を行うよう地元啓治体にざ 

話した。   

60184  2006／12／01  60745  ムンブス  AABB   アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行中で、  
Association  2006年4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上がアイオワ公  
Bulletin＃06－04  衆衛生部に報告されている。おたふくかぜの輸血による伝播に関  

2006年4月26日  する現在の知見に基づき、AABBの輸血伝播病委員会およぴFDA  
は、血液収集施設が行うべき予防的アプローチを承認した。  
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血対【 D  受理日  番号  感染症（PT）   
出典   概要  

60184  2006／12／01  60745  リンハ○性脈絡  NEnglJMed  2003年12月及び2005年4月に固形臓器の移植を受けた2つの患者  

髄膜炎  2006；354：   群の感染症について調べた。レシピエント全員（8名）の検体からリ  
2235－2249  ンパ性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）が検出されたが、ドナー（2名）  

からは検出されなかった。2005年群のドナーはLCMVに感染した  
ハムスターをペットとして飼っていたが、2003年群の感染源は不明  
であった。レシピエント8例中7例は移植後9日から76日で死亡し  

ヽ＿0  

巾 
■■■▲▲．1▲■■－．．■－  － 

60184  2006／12／01  60745  異型クロイ  AABBWeekly   

ツフェルト  Repo112006年  液から除去するために開発された新しい装置を1年間使用した後、  
ヤコブ病  7月21日   試用の中止を決定した。血液サービスは昨年、そのフィルター装  

置を購入したが、十分な効果が得られず、CJDプリオンは捕捉され  
ずに通過し、供血中に混入する可能性があるためである。   

－一一■－－一■－－－－一■－■一一山一′一■■■一－■■－－■－■■●■－【－■－●．一＿＿＿＿＿＿■．．■■・■■・■■．一＿●■＿鵬一■＿．つ＿■＿■一一＿＿●＿一●一■■＿■▲＿－＿－＿  

60184  2006／1Z／01  60745  異型クロイ  ABC  外科用器具には殺菌後も依然としてクロイツフェルトヤコブ病   

ツフェルト  Newsletter   （CJD）が残存する可能性が明らかとなった。エジンバラ大学研究  
ヤ±ブ病  2006Sepl；16  チームは、タンパク質による平均汚染量が器具1mm2あたり0．2〟g  

であり、ヒトへの感染に必要な量をかなり上回る数値であることを 

認めた。最大量は、扁桃腺（プリオンが分布することが知られてい  
る組織のひとつ）の切除に用いた義兵で認められた。同チームは、  
保健省に対し」同チームが園発したガスプラズマ滅菌の広範な導  
入を推奨している。   

ー■■一一－■■■h■－一一・■■■・一一一－・l■－■■t－－■・一∫一・■－一■■■■■■一－■■●－－■．■一一●．－．－＿＿＿＿＿＿一．＿一＿＿．＿＿－■－．．■＿＿＿＿．－．．＿  

60184  2006／12／01  60745  異型クロイ  Blood2006；   PrPcは全身の多数の組織に存在し、血小板に大量に存在する。  
ツフェルト・  107二3907－3911  静止血小板ではα顆粒膜上に存在することが知られているが、そ  

ヤコブ病  の生理学的機能は不明である。血小板中のPrPcの局在を調べた  
ところ、血小板が活性化すると、血小板表面上にPrPcが一時的に  
発現し、続いて、微小胞およびエキソソーム上への放出が起こるこ  
とが明らかとなった。血小板由来工キソソーム上にPrPcが存在す  
るということは、血中でのPrPc輸送および細胞間伝播におけるメカ  
ニズムを示唆する。   

一－－－・－・－■■－▲・・－一■－・・一一■一－－■′■■・■－■－■■h■■ヽ▲■■■－■■－－－■■－－－－■．－■■・■＿＿■■■■■＿＿■＿■【■．＿＿．＿．▲＿＿ヽ＿＿一＿■■＿－■●  

60184  2006／12／01  60745  異型クロイ  BMJ2006：332：   1996年から1999年に、手術時に20－29歳であった患者から得ちれ  

ツフェルト  1186－1188  た虫垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリオンに陽性染色  
ヤコブ病  であった3例（虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行っ  

た。3検体中2例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝  
子（PRNP）コドン129のVaがホモ接合体であった。今まで、VCJD患  
者は、Met／Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNP  
のコドン129がMetのホモ接合体であり、Valホモ接合体がvcJDに  

対し感受性があることが初めて示された。  

・■一・－－－－■－－｛－■l■－－－■一一■－－■－・－－■●・－■■－■■■■■－●－－－．■．一一＿＿一■■■■＿＿－．．■．＿＿＿－■ヽ＿＿－＿■＿－▲＿■■＿一－－＿■■＿＿  

60198  2007／1／11‘  60790  異型クロイ            FDA／CBER  FDAは、米国で認可されたヒト血渠由来第∨ⅠⅠⅠ凝固因子製剤   
ツフェルト・  2006年10月15  

14  

日  FDAの評価モデルの結果は、血友病Aおよぴフォンウィルブランド  
FDA／TSEAC   

Meeting2006年  いが、ゼロではないかもしれないことを示唆した。またTSEAC（TSE  
12月15日   AdvisoryCommittee）は、PdFV［I（製品中のTSE除去の適切な開催  

について議論した。TSE除去レベルにより、VCJD感染リスクは大き  

く変動することが示された。  

異型クロイ  FutureViroJ  血液製剤の製造工程におけるプリオンの除去に関する総説であ  

ツフェルト  2006；1：659－  る。プリオン除去のための個々の製造工程は、実際の製造条件を  

ヤコブ病  674   実験室での条件にスケールダウンさせ、確立されているスクレイ  

ピー株をモデル系として用いて通常は評価されている。しかしなが  
ら、血液中のプリオンタンパクの存在形態が不明なので、評価実  
験のためのスパイク材料としてのプリオンの調製方法は注意深く  

考慮しなければならない。現在のところ、エタノール分画、PEG分  
画、カラムクロマトグラフィー、ウイルス除去膜およぴデブスフィル  
ターでの濾過が有効とされている。  
一■■■▲－■1」■ヽ■■■一■■●－■■■一一一■一一－■■1－－■＿－－＿＿－．一＿．＿√▲＿一＿▲－■－＿＿＿＿＿■〕．＿＿－＿●＿一＿－■■＿‘－■－、＿▲．－－■・▲L．．＿＿一＿＿■．   
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血対Ⅰ D  受理日  番号  感染症（PT）   
出典   概要  

60198  2007／1／11  80790  異型クロイ  Guidancefor  古典的CJDの潜伏期間は38．5年であり、VCJDの潜伏期間も非常  
ツフェルト  Industry   に長いことが示唆されている。また、未確認ではあるが恐らくかな  
ヤコブ病  （DRAFT   りの数の血液ドナーが、欧州におけるBSE激増中にフランスで感  

GUIDANCE）  染した可能性がある。これらのことから、FDAは1980年以降フラン  
FDA／CBER  スで血液又は血液成分の輸血を受けた者からの供血を無期限に  
August2006  停止するという予防策の導入をガイダンス案として発表した。  

＿l＿一′■■．■－＿＿一●●▲■■一一．山■■ヽ■●▲▲■・■■■■■－一．■■－■■＿＿■■■－■－■■▲＿－一■－一．■－－■■●■■■■－■■ヽJ－■■ヽ■ヽ■■■■■■■■■－■一■■■ヽ▲■■■  

一＿一■■．．－－＿＿■■－－■■■■■■■■■■－一■■■■∩■■■－■■．■－－■＿＿■■l一一■■－■．．1－■■▲■■■■■－■■一－■■－■■ヽ■■■｝－■■ヽ■ヽ■■■■■■■一一■、■l■■－－●  

●＿■■＿一■■＿■＿・－■＿＿■■－－■■－．■．■ノー■■■ヽ■■l■■・■■・■一■■一－■－－＿一■■■■■■■■■．－■■▲■■■■■－－■－■－一■■■ヽ■■■ヽ■■■■ヽ■・ヽ■・－一■■■■l■■山一■■  

60198  2007／1／11  60790  異型クロイ  Lancet2006；   1996年7月から2004年6月までに11人のクールー病患者を確認し  
ツフェルト・  367：2068－2074  たが、全員がSouthForeに住んでいた。患者は全員、1950年代後  

ヤコブ病  半に食人習慣が中止される前に生れていた。推定された潜伏期  
間は、最小で34年から41年の範囲であったが、男性における潜伏  

期間は39年から56年の範囲と考えられ、更に最長で7年長かった  
可能性もある。プリオン遺伝子の分析によって、殆どのクールー病  
の患者は、潜伏期間の延長とプリオン病への耐性に関係する遺伝  
子型であるコドン129がヘテロ接合体であることが明らかとなった。  

■M■l一●－－－・■▼    ■－．－．■■■－－一一■■■■t■一■■巾■＝■一－●■●一■－■■一一■■一■■■■■－●■－■一■ヽ■■－－一一一■■■－－■■－■■■■■■－＝■－■■一【－▲一一■■■・－■一  

60198  2007／1／11  60790  異型クロイ  PLoS   最近、大規模なスクリーニングによって、従来とは異なるPrPresが  15  
ツフェルト・  Pathogens   ウシにおいて発見されたここれらもまた別のプリオン株を代表する  

ヤコブ病  2006；2：956－  かを調べるため、H型と呼ばれる高分子量のウシめ単離体を、ウ  
963   シまたはヒウジのPrPを発現するトランスジェニックマウスに接種し  

た。全そのマウスは神経学的症状を皇し、この株l土感染し感染 
性プリオシの新規の株であることが示された。こめ病原体疎1．亘三野  

病原体およぴヒツジスクレイピー病原体とは明らかに異なる特有  
の神経病理学的特赦を示した。   

60184  2006／12／01  60745  異型クロイ  S（〉ience2006：  TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの血液中  

ツフェルト・  313：92－94   のPrPScをPMCA（proteinmisfoJdingcyclicampIification）法を用い  
ヤコブ病  て生化学的に検出した。潜伏期間の初期には、おそらく血液中に  

検出されたPrPScは末梢でのプリオンの複製に由来していると思  
われる。感染しているが発症していない動物の血液中のプリオン  
を生化学的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的  

早期診断を期待させる。  

■■－一■■一－■■   一一－＿■ヽ＿   －－【■一■ヽ■■一 一－．■t■－■■－ l■－■■ヽ■■■－－■一■■一■－－■一ヽ■－■■■■－－■・－－－ヽ■■■－■■■  

一■   －－一一－■ノー＿′●■一■■・■－●－●■－■■■－■－－－■■－■√■■－■－■■■■一一－■■■■一■■●■－ヽ－■■一一・■－一－■■■■ヽ－■－■■一■■■－－－・－－－－－  

－－■－・－－－■■－－－■■・一′■・一J■■・－・－－－－－－－－－－－■－－・－一一、・－・－■■－一一t－■■■■一■・－■－1一一－－－・一一一・－・－－ヽ－－t－－一一－●■－■－－－－■■－－  

60186  2006／12／20  60760  異型クロイ  Science2006；  慢性消耗病（CWD）非感染シカをCWD陽性q）シカの唾液、血液ま  16  
ツフェルト・  314：133′－136  たは尿・糞に曝露させた。その億果、CWDを伝播しうる感染性プリ  

ヤコブ病  オシが唾液および血液中に認められた。CWDはシカ科の動物に容  

易ヒ后揺すると言える。プリオン感染では休液との接触に関する  

注意が払われるべきである。   

60184  2006／12／01  60745  異型クロイ  TheGuardian  英国は、1990年代に輸出された英国製の血謹製剤からのvCJD感  
ツフェルト  2006年5月2日  染の危険性について、輸出先の14カ国に連絡を行った。輸血を介  

ヤコブ病  したvCJD感染は英国では3例報告されており、未発症の感染者か  
らの供血により引き起こされる災害の「第二の波」が懸念される。  
最も危険性の高いブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連  
邦、インド、ヨルダン、オマーン、シンガポールに予防措置をとるよ  

う勧告した。  
▲ヽ＿■■hヽ＿＿＿＿＿＿＿＿▲＿－・■■－－＿▲一■■一■－一＿一＿＿■－－▲■■■■ヽ■■■一■．■－．．－－＿●ノ＿一一■▲■′－－．■一・■－■1－－・－・一一一－－・・－－・・■・－  

60186  2006／12／20  60760  異型クロイ  VoxSang’20q6；  PRDT（Pathogen甲emovaland，DiagnosticsTechndJogies）は、全：  17  
ツフェルト・  91（Sup．p13）：70  血、RBGまたは血築存在下で脇由来プリオンタンパク質おネぴ 
ヤコブ病  TS巨感染物と強く結合する畠親和性リガンドを得るため、何百万も 

の化合物をスクリーニングLた云その緬果、PRDTのリード樹脂は  

赤血球存在下でも高濃度のTSE感染物を吸着し、低濃度の内因  
性TSE感染物を除去した。この樹脂を使用したMacoPharmaP－  
Capt（TM）フィルターを用いることにより、輸血によるvCJD伝播リ  

スクを軽減できる。  

60204  2007／01／26  60818  異型クロイ  厚生労働省  平成18年8月23日に開催された薬事・食品衛生審議会血液事業部  

ツフェルト  平成18年8月24  令安全技術調査会において、ヒト胎盤エキス（プラセンタ）注射剤  

ヤコブ病  日   使用者た対する献血制限措置を日本赤十字社が実施することが  

了承された。  



血対Ⅰ D  受理日  番号  感染症（PT）   
出典   概要  

60184  2006／12／01  60745  肝炎   JInfectDis  非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去することによ  
2006こ193：   り、非A－E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これら  
1089－1097  の内の一つをNVイと名づけたが、部分的オープンリーディングフ  

レームを含み、非A－E肝炎患者69例中17例（24．6％）に検出された。  
NVヰ陽性患者65例中49例（75．4％）の血清中に抗NVヰ抗体が検出  
された。また免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在す  
ることが明らかとなった。NV－Fはヒト肝炎に関連する新規の1本鎖  
DNA断片である。  
■■ 
ー一一一▲－■■■一■－－・－－－－－－一－－一一一一一・1一一一・－一－－一－－、一－－－・・一一－■－■ヽ－・■■・－■■一●■一■－■一－■．－－◆■▲■●■■■■■【－＿一＿＿＿＿  

60199  2007／01／12  60802  結核   WHO 2006年9  WHOは病原性が強く、致死性の結核の世界的な拡大防止の強化  

月5日   および措置を求めた。6クラスの第2選択薬の3クラス以上に耐性の  
ある多剤耐性結核（XDRイB）は世界の様々な地域で確認されてお  
り、特に旧ソビエト連邦やアジアで多い。また南アフリカではXDR－  
TBでHⅣ陽性である患者群で極めて高い死亡率が確認されてい  

る。   

60184  2006／12／01  60745  鳥インフル  EmergInfect  タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に  

エンザ   Dis2006；12：  死亡した5歳の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血祭は  
104卜1043  H5Nlインフルエンザウイルス陽性であった。ウイルスを分離し、遺  

伝子配列を決定したところ、A／Thailand／NK165／05accessi。nn。．  
DQ372591－8であった。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子  
について系統遺伝学約分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じであった。  
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